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民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
書

民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
書

　
関
西
地
方
在
住
の
奥
出
雲
町
出

身
者
で
つ
く
り
、
昨
年
発
足
し
た

「
関
西
奥
出
雲
会
」
（
源
大
佑
会

長
。
会
員
約
六
百
五
十
人
）
の
総

会
が
、
十
一
月
二
十
八
日
、
ホ
テ

ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
約
二
百
二
十
名
の

会
員
を
は
じ
め
、
奥
出
雲
町
か
ら

井
上
町
長
、
絲
原
　
康
県
議
、
自

治
会
長
な
ど
が
出
席
し
、
ふ
る
さ

と
奥
出
雲
町
の
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
奥
出
雲
社
中
に
よ

る
神
楽
の
披
露
、
仁
多
米
の
販
売
、

童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
こ
の
日
配
布
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
作
品
集
」

と
題
し
た
、
会
員
に
よ
る
短
歌･

俳
句
集
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
郷

土
へ
の
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

▲

来
場
者
の
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た

メ
ー
ト
ル

パ
　
ー

セ
ン
ト

ヘ
　
ク

タ
ー
ル

　
民
生
児
童
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
民
生
活
動
に

ご
尽
力
頂
い
た
十
八
名
の

皆
さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
二
月
三
日
に
は
、
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
杠
　
　
富
雄
さ
ん
（
郡
）

　
　
民
生
児
童
委
員
を
24
年
間

　
兒
玉
千
惠
子
さ
ん
（
稲
原
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
24
年
間

　
安
部
　
　
勲
さ
ん
（
佐
白
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
６
年
間

　
藤
井
　
誠
一
さ
ん
（
八
代
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
６
年
間

　
部
田
滿
壽
子
さ
ん
（
上
三
所
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
長
谷
川
庸
雄
さ
ん
（
下
阿
井
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
渡
部
　
知
子
さ
ん
（
上
阿
井
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
藤
原
　
輝
美
さ
ん
（
上
阿
井
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
15
年
間

　
佐
々
木
和
枝
さ
ん
（
三
沢
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
内
田
由
美
子
さ
ん
（
三
沢
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
６
年
間

　
長
澤
　
明
　
さ
ん
（
大
呂
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
10
年
間

　
井
上
　
賢
治
さ
ん
（
横
田
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
３
年
間

　
高
橋
　
郁
雄
さ
ん
（
中
村
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
宮
田
　
　
宏
さ
ん
（
稲
原
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
田
中
　
光
佑
さ
ん
（
中
村
）

　
　
主
任
児
童
委
員
を
３
年
間

　
大
西
　
勝
視
さ
ん
（
八
川
）

　
　
民
生
児
童
委
員
を
12
年
間

　
渡
部
　
高
義
さ
ん
（
大
谷
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
24
年
間

　
戸
屋
　
幸
子
さ
ん
（
大
馬
木
）

　
　
　
　
同
　
　
　
　
９
年
間

　
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
社
会
の
身
近
な
相

談
相
手
と
し
て
、
ご
尽
力
頂
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
今
後
三
年
間
（
平
成

二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

お
世
話
に
な
る
民
生
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
十
二
月
三
日
に
は
、
カ
ル
チ
ャ

ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
、
六
十
五
人
の

委
員
の
皆
さ
ん
に
、
委
嘱
書
の
伝

達
、
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任
、
新
任
と
な
ら
れ
た
委
員

の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
敬
称
略
）

・
◇:

主
任
児
童
委
員

・
☆:

新
任
委
員

・
新
任
以
外
は
再
任

・
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
域

民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
会
　
長
　
　
須
山
　
春
雄

　
副
会
長
　
　
中
澤
伊
智
子

【
布
勢
地
区
】

☆
恩
田
　
京
子

　
（
佐
白
町
・
佐
白
・
上
布
施
）

　
飯
塚
　
久
子

　
（
八
代
本
町
・
八
代
西
部
・
八
代
町
）

☆
石
原
　
武
志

　
（
八
代
東
部
・
中
村
）

　
石
原
　
晴
代

　
（
馬
馳
上
・
馬
馳
下
）

☆
吉
川
し
の
ぶ

　
（
上
三
所
西
部
・
上
三
所
中
央
・

　

上
三
所
東
部
・
土
屋
）

【
三
成
地
区
】

　
藤
原
　
保
雄

　
（
尾
白
・
上
高
尾
・
下
高
尾
）

　
山
本
　
勝
昭

　
（
美
女
原
・
宇
根
・
上
三
成
上
）

　
須
山
　
春
雄

　
（
上
三
成
中
・
上
三
成
下
）

　
鶴
原
　
一
幸
（
上
本
町
）

　
田
部
　
直
美
（
三
成
本
町
）

　
勝
部
　
友
芳

　
（
湯
の
原
・
雇
用
促
進
住
宅
）

　
中
林
り
い
子
（
朝
日
町
・
宮
の
町
）

　
内
田
　
吉
彦
（
矢
谷
・
下
三
所
）

　
糸
賀
　
功
吉

　
（
石
原･

里
田
・
角
木･

乙
多
田
）

　
木
奈
　
　
愼
（
滝
の
上
）

☆
植
田
　
　
薫

　
（
滝
の
上
・
前
布
施
）

【
亀
嵩
地
区
】

　
米
原
　
利
則
（
中
湯
野
・
上
分
）

　
安
部
　
忠
雄
（
谷
奥
・
久
比
須
）

　
若
槻
　
　
治
（
亀
嵩
町
）

　
村
上
　
敬
子

　
（
梅
木
原
・
西
湯
野
）

◇
藤
原
　
幸
治
（
郡
・
大
内
原
）

　
佐
藤
ア
ツ
コ

　
（
高
田
・
琴
枕
・
簾
）

【
阿
井
地
区
】

　
西
村
　
　
昇

　
（
真
地
・
米
原
・
上
町
・
本
町
）

　
安
部
　
幸
雄

　
（
福
原
・
上
阿
井
町
）

☆
渡
部
　
洋
子
（
平
・
大
上
）

☆
内
田
　
高
志
（
雲
　
・
川
東
）

◇
長
谷
川
公
子
（
堀
・
下
口
）

　
鈴
木
　
紘
一

　
（
鋳
物
屋
・
川
子
原
・
八
幡
・
山
根
）

　
恩
田
ヤ
ス
子

　
（
奥
湯
谷
上
・
奥
湯
谷
下
・
小
寄
）

【
三
沢
地
区
】

　
糸
原
　
健
二

　
（
堅
田
・
上
鞍
掛
・
下
鞍
掛
）

☆
長
瀬
　
泰
枝
（
三
沢
町
）

☆
江
角
　
範
子
（
原
田
）

　
白
名
　
里
巳

　
（
河
内
・
上
鴨
倉
・
下
鴨
倉
・

　
　
四
日
市
・
大
吉
）

【
鳥
上
地
区
】

　
落
合
　
傳
一
（
追
谷
・
中
籾
）

　
淺
沼
美
代
子

　
（
日
向
側
・
山
根
側
）

◇
甲
斐
　
博
志
（
福
頼
）

☆
村
尾
妃
登
史
（
中
丁
・
山
郡
）

　
細
田
千
惠
子
（
代
山
・
山
県
）

【
横
田
地
区
】

　
山
本
　
博
資
（
加
食
・
大
曲
）

　
中
澤
伊
智
子
（
六
日
市
）

　
浅
山
　
正
美

　
（
大
市
（
上･

中･

下･

東
一･

東
二
）
）

☆
渡
邊
　
保
夫

　
（
大
市
（
殿
町･

重
国
）
）

☆
諏
訪
　
和
子

　
（
大
市
（
東
三･

東
新
町･

中
河
原
）
）

　
西
村
　
喬
二
（
角
）

　
杠
　
　
洋
二
（
馬
場
・
樋
口
）

☆
安
部
　
眞
一

　
（
五
反
田
・
や
り
め
）

　
眞
鶴
　
好
隆
（
蔵
屋
）

☆
福
田
　
邦
男

　
（
稲
田（
下
場･

日
向･

陰
地･

矢
入
））

☆
礒
島
　
　
孝

　
（
稲
田（
六
坂･

稲
田･

中
山･

丸
山
））

☆
加
納
　
博
明
（
原
口
）

【
八
川
地
区
】

☆
糸
原
　
壽
之
（
三
井
野
・
坂
根
）

　
藤
原
　
良
雄
（
奥
八
川
）

　
島
　
　
啓
司

　
（
小
八
川
・
中
八
川
）

　
小
川
　
文
雄
（
八
川
本
郷
）

　
藤
原
　
恭
子
（
古
市
上
・
土
橋
）

　
小
早
川
貞
利
（
古
市
下
）

◇
　
江
　
良
弘
（
川
西
）

☆
糸
原
　
詩
郎
（
大
谷
本
郷
）

　
加
藤
　
博
昭
（
雨
川
）

【
馬
木
地
区
】

　
福
田
　
清
伸
（
旭
・
女
良
木
）

　
家
熊
　
　
猛
（
大
馬
木
本
郷
）

☆
石
金
喜
美
子

　
（
堅
田
・
野
伏
・
反
保
）

　
早
戸
　
信
男

　
（
本
谷
・
木
屋
谷
・
折
渡
）

　
阿
部
　
　
等

　
（
矢
入
・
中
原
・
小
森
）

　
古
田
川
武
則
（
小
馬
木
本
郷
）

▲伝達交付式の様子

▲会場の様子

▲今後の連携について意見交換しました

キ　ロ

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す

民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
書

民
生
児
童
委
員
に
委
嘱
書

今
回
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん

今
回
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん

退任された退任された
　1818名の委員に感謝状名の委員に感謝状
退任された退任された
　1818名の委員に感謝状名の委員に感謝状

ふるさと談義に花咲かせふるさと談義に花咲かせふるさと談義に花咲かせ

関西奥出雲会　総会関西奥出雲会　総会関西奥出雲会　総会関西奥出雲会　総会

　
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
町
内
の
企
業
が
参
加
す
る
「
奥
出
雲
町
企
業

連
絡
懇
話
会
」
が
十
一
月
二
十
六
日
、
亀
嵩
温
泉
「
玉
峰
山
荘
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
話
会
は
、
企
業
振
興
施
策
の
推
進
と
町
内
製
造
業
の
相
互
連
絡

調
整
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
回
は
、
町
内
の
製
造
業
十
一
社

と
横
田
高
校
進
路
関
係
者
、

行
政
関
係
者
な
ど
二
十
四

人
が
参
加
し
、
基
調
講
演
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
井
上
町
長
か
ら
「
情

報
・
意
見
交
換
、
行
政
へ

の
要
望
の
場
と
し
て
有
意

義
な
会
と
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
島
根
県
立
大

学
の
井
上
定
彦
教
授
に
よ

る
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
の
世
界
経
済
の
構
図
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
「
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
世

界
経
済
の
状
況
」
と
し
た

マ
ク
ロ
的
視
点
と
「
企
業

の
中
で
ど
の
よ
う
に
人
材

育
成
を
し
て
い
く
の
か
」
と
し
た
ミ
ク
ロ
的
視
点
の
、
二
方
向
か
ら
の
視

点
で
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、
各
企
業
独
自
の
商
品
開
発
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
対
応
な
ど
、
各
社
か
ら
の
現
状
報
告
や
今
後
の
企
業
経
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
話
会
を
通
し
て
町
内
企
業
間
で
の
連
携
が
図
ら
れ
、
一
層
の
産

業
振
興
、
地
域
人
材
育
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
内
企
業
が
連
携

町
内
企
業
が
連
携

　
　
奥
出
雲
町
企
業
連
絡
懇
話
会

　
　
奥
出
雲
町
企
業
連
絡
懇
話
会


